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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　画像を出力する出力手段であって、画像の一部の領域を部分画像として切り出して視聴
できる画角切換可能シーンと、画角切換不可能シーンと、を含む番組における前記画角切
換可能シーンの画像の一部の領域を部分画像として切り出して出力可能な出力手段と、
　前記部分画像を切り出す指示がなされた際に、当該部分画像に関する位置情報を記憶す
る記憶手段と、
を有し、
　前記出力手段は、出力する画像が画角切換不可能シーンの画像に切り換わることにより
部分画像の出力を中断した後、出力する画像が画角切換可能シーンの画像に切り換わるこ
とにより部分画像の切り出しが可能な画像の出力を再開する場合に、前記位置情報に基づ
いて部分画像を出力する
ことを特徴とする放送受信装置。
【請求項２】
　前記出力手段から部分画像の切り出しが不可能な画像が出力されているときに、画角を
切り換えることができない旨のメッセージを出力するメッセージ出力手段を更に備える
ことを特徴とする請求項１に記載の放送受信装置。
【請求項３】
　部分画像の切り出しが可能な画像の出力が再開される際に、前記位置情報に基づいて部
分画像を出力するか否かをユーザに選択させる選択手段を有する
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ことを特徴とする請求項１または２に記載の放送受信装置。
【請求項４】
　画像を出力するステップであって、画像の一部の領域を部分画像として切り出して視聴
できる画角切換可能シーンと、画角切換不可能シーンと、を含む番組における前記画角切
換可能シーンの画像の一部の領域を部分画像として切り出して出力可能なステップである
出力ステップと、
　前記部分画像を切り出す指示がなされた際に、当該部分画像に関する位置情報を記憶装
置に記憶する記憶ステップと、
を有し、
　前記出力ステップでは、出力される画像が画角切換不可能シーンの画像に切り換わるこ
とにより部分画像の出力が中断された後、出力される画像が画角切換可能シーンの画像に
切り換わることにより部分画像の切り出しが可能な画像の出力が再開される場合に、前記
位置情報に基づいて部分画像が出力される
ことを特徴とする放送受信装置の制御方法。
【請求項５】
　前記出力ステップにおいて部分画像の切り出しが不可能な画像が出力されているときに
、画角を切り換えることができない旨のメッセージを出力するメッセージ出力ステップを
更に有する
ことを特徴とする請求項４に記載の放送受信装置の制御方法。
【請求項６】
　前記部分画像の切り出しが可能な画像の出力が再開される際に、前記位置情報に基づい
て部分画像を出力するか否かをユーザに選択させる選択ステップを有する
ことを特徴とする請求項４または５に記載の放送受信装置の制御方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、視点を切り換え可能な映像である視点切換可能映像を含む番組を受信する放
送受信装置及びその制御方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　近年、現状のＢＳ（Ｂｒｏａｄｃａｓｔｉｎｇ　Ｓａｔｅｌｌｉｔｅ）デジタル放送に
おいて、さらなる高伝送帯域を使用することにより、映像の高解像度化や放送の高機能化
などが検討されている。
【０００３】
　放送の高機能化の一例として、複数の撮像装置により撮影された複数の映像信号が多重
化された信号を受信し、それら複数の映像信号のうち、所定の映像信号を選択して表示装
置に表示する視点可変テレビジョンシステムがある（特許文献１）。
【０００４】
　また、既存の番組と視点を切り換え可能な映像である視点切換可能映像を含む番組とが
連携して配信される場合において、視点の切り換えを行う際に、既存の番組の視点を初期
値とする技術が特許文献２に開示されている。
【特許文献１】特開平５－１３０５２８号公報
【特許文献２】特開２００７－１５０７４７号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　しかしながら、上述したような視点切換可能映像を含む番組の放送が実際に行われる場
合、視点の切り換えが行える時間帯と行えない時間帯とが混在することが予想される。例
えば、視点切換可能映像を含む番組において、ＣＭ（Ｃｏｍｍｅｒｔｉａｌ　Ｍｅｓｓａ
ｇｅ）などの映像は、視点の切り換えを行えない映像であることが予想される。
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【０００６】
　そこで、本発明は、視点の切り換えが行える時間帯と行えない時間帯とが混在する場合
において視点の切り換えを適切に行うことのできる、使い勝手のよい放送受信装置及びそ
の制御方法を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　本発明の放送受信装置は、
　画像を出力する出力手段であって、画像の一部の領域を部分画像として切り出して視聴
できる画角切換可能シーンと、画角切換不可能シーンと、を含む番組における前記画角切
換可能シーンの画像の一部の領域を部分画像として切り出して出力可能な出力手段と、
　前記部分画像を切り出す指示がなされた際に、当該部分画像に関する位置情報を記憶す
る記憶手段と、
を有し、
　前記出力手段は、出力する画像が画角切換不可能シーンの画像に切り換わることにより
部分画像の出力を中断した後、出力する画像が画角切換可能シーンの画像に切り換わるこ
とにより部分画像の切り出しが可能な画像の出力を再開する場合に、前記位置情報に基づ
いて部分画像を出力する
ことを特徴とする。
【０００８】
　本発明の放送受信装置の制御方法は、
　画像を出力するステップであって、画像の一部の領域を部分画像として切り出して視聴
できる画角切換可能シーンと、画角切換不可能シーンと、を含む番組における前記画角切
換可能シーンの画像の一部の領域を部分画像として切り出して出力可能なステップである
出力ステップと、
　前記部分画像を切り出す指示がなされた際に、当該部分画像に関する位置情報を記憶装
置に記憶する記憶ステップと、
を有し、
　前記出力ステップでは、出力される画像が画角切換不可能シーンの画像に切り換わるこ
とにより部分画像の出力が中断された後、出力される画像が画角切換可能シーンの画像に
切り換わることにより部分画像の切り出しが可能な画像の出力が再開される場合に、前記
位置情報に基づいて部分画像が出力される
ことを特徴とする。
【発明の効果】
【０００９】
　本発明によれば、視点の切り換えが行える時間帯と行えない時間帯とが混在する場合に
おいて視点の切り換えを適切に行うことのできる、使い勝手のよい放送受信装置及びその
制御方法を提供することができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１０】
　本実施形態に係る放送受信装置は、視点を切り換え可能な映像である視点切換可能映像
を含む番組を受信する放送受信装置である。視点切換可能な番組とは、以下のような視聴
形態の番組を意味する。一つは複数のＴＶカメラで撮影された映像が放送局から同時に配
信され、視聴者はリモコン操作により何れかのＴＶカメラで撮影された映像を選択して視
聴できる番組形態である。また、別な形態として、１台のＴＶカメラにより広画角で撮影
された映像から、視聴者がリモコン操作により、所望の画角の映像を切り出して視聴でき
る番組形態である。このとき、視点の切り換えは、表示される映像の画角の切り換えに相
当する。
【００１１】
　視点切換可能映像を含む番組の放送が実際に行われる場合、視点の切り換えが行える時
間帯と行えない時間帯とが混在することが予想される。そのような場合に、放送受信装置
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において、視点の切り換えが行える時間帯毎に視点の切り換えが必要であると、非常に使
い勝手が悪くなってしまう。
【００１２】
　具体的には、視点が切り換えられている番組内の視点切換可能映像の出力が一時的に中
断された後、再開した場合、視聴者は、再開後も中断前の視点と同じ視点で映像を視聴す
ることが予想される。そのため、視点が初期位置に戻ってしまうと、そのつど視点の切り
換えを行わなくてはならなくなる。そのような操作は視聴者にとって煩わしいものである
ため、望ましくない。
【００１３】
　そこで、本実施形態に係る放送受信装置では、視点の切り換えが行える時間帯と行えな
い時間帯とが混在する場合において視点の切り換えを適切に行うことを可能とする。具体
的には、視聴者が視点切換可能映像を含む番組に対して視点の切り換えを行った際に、切
り換え後の視点を表す情報を記憶する。そして、視点が切り換えられている番組内の視点
切換可能映像の出力が一時的に中断した後、再開した場合に、視点切換可能映像の視点を
、記憶されている当該番組の視点に切り換える。それにより、使い勝手のよい放送受信装
置が提供できる。
【００１４】
　以下、本実施形態に係る放送受信装置の具体的な実施例について説明する。
【００１５】
　＜実施例１＞
　実施例１では、上記視点切換可能映像の出力の一時的な中断が、視点を切り換え不可能
な映像（通常映像）が出力されることによってもたらされる場合について説明する。視点
を切り換え不可能な映像は、番組内の所定のシーンの映像、ＣＭの映像などである。以下
、本実施例の放送受信装置について詳しく説明する。
【００１６】
　図１は、実施例１に係る放送受信装置１０１の概略構成を示すブロック図である。図１
に示すように、放送受信装置１０１は、放送受信処理部１０２、ＤＥＭＵＸ（デマルチプ
レクサ）処理部１０３、映像選択処理部１０４、音声処理部１０５、提示処理部１０６な
どを有する。また、放送受信装置１０１は、リモコン受信部１０７、制御部１０８、メモ
リ部１０９、内部バス１１０、映像出力端子１１１、音声出力端子１１２などを有する。
【００１７】
　放送受信処理部１０２には、電波およびネットワークにより放送される放送信号（番組
）が入力される。放送受信処理部１０２は、入力された放送信号のうち指定されたチャン
ネルの信号に対し、復調処理及び誤り訂正処理を施し、ＴＳ（トランスポートストリーム
）信号を生成する（ＴＳ信号の構成については後で詳しく説明する）。生成されたＴＳ信
号は、ＤＥＭＵＸ処理部１０３に出力される。なお、本実施例では、映像信号、音声信号
、付加データ（データ放送用データ、番組情報等）が多重化された信号が放送信号として
放送されているものとする。
【００１８】
　ＤＥＭＵＸ処理部１０３は、放送受信処理部１０２から出力されるＴＳ信号を映像信号
、音声信号、付加データ（データ放送用データ、番組情報等）に分離する。そしてＤＥＭ
ＵＸ処理部１０３は、映像信号を映像選択処理部１０４に出力し、音声信号を音声処理部
１０５に出力し、付加データを内部バス１１０に出力する。
【００１９】
　映像選択処理部１０４は、ＤＥＭＵＸ処理部１０３から出力される映像信号を復号（デ
コード）して、提示処理部１０６に出力する。また、映像選択処理部１０４は、視点切換
可能映像が入力されている場合、視聴者が選択した視点の映像信号を選択してデコードを
行い、その映像信号を提示処理部１０６に出力する。
【００２０】
　提示処理部１０６は、内部バス１１０を介して受信した各種データを用いて、メニュー
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画面等の提示画面を生成する。そして、提示処理部１０６は、視聴者の指示に応じて生成
した提示画面、映像選択処理部１０４からの映像信号、または、それらの合成映像を映像
出力端子に出力する。映像出力端子１１１は、表示装置（ディスプレイ）に接続される。
なお、表示装置としては、例えば、電子放出素子を有するディスプレイ、液晶ディスプレ
イ、プラズマディスプレイ、有機ＥＬディスプレイなどを適用すればよい。
【００２１】
　音声処理部１０５は、ＤＥＭＵＸ処理部１０３から出力される音声信号を復号（デコー
ド）して、音声出力端子１１２に出力する。音声出力端子１１２は、音声出力装置（スピ
ーカなど）に接続される。
【００２２】
　リモコン受信部１０７は、リモコンからの信号（リモコン信号；キーコードデータ）を
受信して制御部１０８へ転送する。
【００２３】
　制御部１０８は、リモコン受信部１０７で受信されたリモコン信号を解析し、それに応
じた処理を行う。また、制御部１０８は、内部バス１１０を介して、放送受信装置１０１
内の各機能を統括的に制御する。例えば、リモコン受信部１０７からのリモコン信号がチ
ャンネルの選択に関するものである場合、制御部１０８は、放送受信処理部１０２に対し
、チャンネルの選択（切り換え）を指示する。リモコン受信部１０７からのリモコン信号
が広画角映像視聴時における視点の切り換えに関するものである場合、制御部１０８は、
映像選択処理部１０４に対し、出力する映像信号の切り換えを指示する。リモコン受信部
１０７からのリモコン信号が音声の切り換えなどに関するものである場合、制御部１０８
は、音声処理部１０５に対し、出力する音声信号の切り換えを指示する。また、制御部１
０８は、提示処理部１０６に合成映像の生成を指示したり、音声処理部１０５に合成音声
の生成を指示したりもする。
【００２４】
　さらに、制御部１０８は、年月日、曜日、時刻等を計測・管理できる時計機能を有して
いる。リモコン受信部１０７からのリモコン信号が時刻等の表示に関するものである場合
、制御部１０８は、提示処理部１０６に対し、提示画像として時刻等の画像を生成し、当
該提示画像を出力するように指示する。なお、制御部１０８は、提示処理部１０６に対し
、当該提示画像を映像信号と合成して出力するように指示してもよい。
【００２５】
　メモリ部１０９には、メニュー画面等で使用される文字（フォント）データや画像デー
タ（アイコン等）が予め格納される。また、メモリ部１０９には、視聴者が視点切換可能
映像を含む番組に対して視点の切り換えを行った際に、切り換え後の視点を表す情報が記
憶される。更に、ＤＥＭＵＸ処理部１０３から出力された付加データ（番組情報等）、リ
モコン操作により設定された各種設定データが格納（蓄積）される。
【００２６】
　内部バス１１０は、放送受信装置内の各機能を接続するバスである。内部バス１１０は
、例えば、各種信号・データの転送に使用される。
【００２７】
　以下に、放送受信処理部１０２から出力されるＴＳ信号の構成の一例について図２を用
いて説明する。図２は、放送受信処理部１０２から出力されるＴＳ信号の構成の一例を示
す図である。ＴＳ信号は、例えば、ＩＥＣ（Ｉｎｔｅｒｎａｔｉｏｎａｌ　Ｅｌｅｃｔｒ
ｏ－ｔｅｃｈｎｉｃａｌ　Ｃｏｍｍｉｓｓｉｏｎ；国際電気標準会議）の規定に従うもの
とする。なお、ＴＳ信号は、ＩＥＥＥ（Ｉｎｓｔｉｔｕｔｅ　ｏｆ　Ｅｌｅｃｔｒｉｃａ
ｌ　ａｎｄ　Ｅｌｅｃｔｒｏｎｉｃ　Ｅｎｇｉｎｅｅｒｓ；電気電子学会）の規定に従う
ものであってもよい。ＡＲＩＢ（Ａｓｓｏｃｉａｔｉｏｎ　ｏｆ　Ｒａｄｉｏ　Ｉｎｄｕ
ｓｔｒｉｅｓ　ａｎｄ　Ｂｕｓｉｎｅｓｓｅｓ、電波産業会）の規定に従うものであって
もよい。また、他の規定に従うものであってもよい。
【００２８】
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　図２に示すように、ＴＳ信号は、複数のＴＳパケットが時分割多重化されたものである
。具体的には、映像信号（図中、ｖｉｄｅｏ）、音声信号（図中、ａｕｄｉｏ）、付加デ
ータ（図中、ｄａｔａ）は、それぞれＴＳパケット単位で伝送される。
【００２９】
　また、ＴＳパケット単位の付加データを複数組み合わせることにより管理情報テーブル
が構成される。管理情報テーブルは、ＰＡＴ（Ｐｒｏｇｒａｍ　Ａｓｓｏｃｉａｔｉｏｎ
　Ｔａｂｌｅ）、ＰＭＴ（Ｐｒｏｇｒａｍ　Ｍａｐ　Ｔａｂｌｅ）などを含む。また、管
理情報テーブルは、ＥＩＴ（Ｅｖｅｎｔ　Ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ　Ｔａｂｌｅ）、ＮＩ
Ｔ（Ｎｅｔｗｏｒｋ　Ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ　Ｔａｂｌｅ）などを含む。
【００３０】
　ＥＩＴには、テーブルＩＤ、サービスＩＤ、イベントＩＤ、番組の放送開始時刻、放送
時間等が記述されている。また、これらの他に、いくつかの記述子が記述されている。Ｄ
ＥＭＵＸ処理部１０３（または制御部１０８）は、主にこのＥＩＴの情報を用いてどのよ
うな番組が放送されるのかを判断する。具体的には、放送される番組が視点切換可能映像
を含むのか否かを判断する。なお、ＥＩＴ等のテーブルや、そこから得られた番組情報な
どは、ＤＥＭＵＸ処理部１０３から内部バス１１０を介してメモリ部１０９に格納（蓄積
）される。
【００３１】
　以下に、上述した記述子の一例について説明する。記述子としては、例えば、図２に示
す、コンポーネント記述子、コンポーネントグループ記述子、シリーズ記述子などがある
。
【００３２】
　コンポーネント記述子には、映像の解像度およびアスペクト比の情報が記述されている
。コンポーネントグループ記述子には、放送される番組が、複数の映像信号をグループ化
したマルチビュー放送の番組なのか否かが記述されている。シリーズ記述子には、例えば
、その番組が連続ドラマのようなシリーズ物であった場合などに、その回数（第１話、第
２話など）の情報が記述されている。なお、上述したマルチビュー放送の番組は、主放送
と副放送などからなる番組であり、視点切換可能映像を含む番組とは異なる。
【００３３】
　以下に、視点切換可能映像における視点の選択方法の一例について図３，４を用いて説
明する。
【００３４】
　視点切換可能映像における視点の選択方法としては、図３に示すように、放送局から視
点の異なる複数の映像信号が送信され、それらの映像信号の中から所望の映像信号を選択
して表示装置に表示する方法がある。具体的には、図３に示すように複数の映像信号にそ
れぞれ対応する複数の映像１～１６を表示し、それらの映像から所望の視点の映像を選択
する（選択されている映像は、例えば、太線で示される）。また、図４に示すように、放
送局から高解像度の映像（映像４１）が放送され、その映像の一部分を表示装置に表示す
る領域（表示領域）として選択し、その選択位置（表示領域）を移動することにより、視
点を切り換える方法がある。
【００３５】
　図３に示す方法の場合、図２に示したコンポーネントグループ記述子に、ｃｏｍｐｏｎ
ｅｎｔ＿ｇｒｏｕｐ＿ｔｙｐｅ情報として、映像が視点切換可能映像である旨を示す識別
子を記述すればよい。それにより、番組が図３に示すような視点切換可能映像を含む番組
であるか否かを判断することができる。
【００３６】
　ｃｏｍｐｏｎｅｎｔ＿ｇｒｏｕｐ＿ｔｙｐｅ情報は、複数の映像や音声がグループであ
るか否かを示す記述子であり、マルチビュー放送の場合にｃｏｍｐｏｎｅｎｔ＿ｇｒｏｕ
ｐ＿ｔｙｐｅ＝０００を記述することになっている。そこで、ｃｏｍｐｏｎｅｎｔ＿ｇｒ
ｏｕｐ＿ｔｙｐｅ＝００１など未使用の識別番号を視点切換可能映像に割りあてることで



(7) JP 5451022 B2 2014.3.26

10

20

30

40

50

対応できる。
【００３７】
　図４に示す方法の場合、図２で示したコンポーネント記述子にｃｏｍｐｏｎｅｎｔ＿ｔ
ｙｐｅ情報として記述されている映像信号のフォーマット（映像の解像度）から、番組が
視点切換可能映像を含む番組であるか否かを判断すればよい。
【００３８】
　ｃｏｍｐｏｎｅｎｔ＿ｔｙｐｅ情報は、画像（映像）の解像度を表す記述子であり、映
像の解像度が所定の解像度（例えば、７６８０×４３６０）以上の場合に、番組が、図４
に示すような視点切換可能映像を含む番組であると判断すればよい。
【００３９】
　本実施例に係る放送受信装置は、視点を切り換え不可能な映像が出力されているときに
、視点の切り換え操作ができない旨のメッセージを出力する機能（メッセージ出力機能）
を有する。以下、当該機能の具体例について、図５，６を用いて説明する。
【００４０】
　以下に、視聴者が視点を選択した際の処理の流れについて説明する。図５は、視聴者が
視点を選択した際の処理の流れを示すフローチャートである。
【００４１】
　まず、視聴者がリモコン等を用いて視点の切り換え（選択）を要求（視点切り換え要求
）すると、当該要求はリモコン受信部１０７を介して制御部１０８に伝わる。そして、制
御部１０８は、現在表示中の映像が視点切換可能映像か否かを判断する（ステップＳ５０
１）。表示中の映像が視点切換可能映像である場合（ステップＳ５０１：Ｙｅｓ）、ステ
ップＳ５０２に進み画角（視点）の切り換え処理を行う。表示中の映像が視点切換可能映
像でない場合（ステップＳ５０１：Ｎｏ）、ステップＳ５０５に進む。
【００４２】
　ステップＳ５０２では、制御部１０８が、現在表示中の映像と視聴者からの指示内容に
応じて、切り換え後の視点の位置を決定（算出）する。
【００４３】
　例えば、図３に示した放送方式において、映像６を選択している場合、上下左右の指示
に応じて、視点の位置（切り換え後の映像）を、それぞれ「上：映像２」「下：映像１０
」「左：映像５」「右：映像７」とすればよい。
【００４４】
　また、図４に示した放送方式において、放送されている映像の解像度が７６８０×４３
６０、表示領域が１９２０×１０８０の場合、上の指示に対して、表示領域の位置を、「
上：１０８ドット上の表示領域」とすればよい。下、左、右の指示に対して、表示領域の
位置を、それぞれ、「下：１０８ドット下の表示領域」「左：１０８ドット左の表示領域
」「右：１０８ドット右の表示領域」とすればよい。なお、移動後の表示領域が放送され
ている映像の外側を含まないように、指示による表示領域の移動量を制限してもよい。
【００４５】
　（ステップＳ５０２の）次に、制御部１０８が、ステップＳ５０２で決定した視点の位
置を、映像選択処理部１０４に伝える。そして、映像選択処理部１０４が当該切り換え後
の位置に対応する映像を選択し、当該映像が表示装置に表示される（ステップＳ５０３）
。
【００４６】
　そして、制御部１０８は、視聴者によって選択された視点を表す情報をメモリ部１０９
（記憶手段）へ記憶する（ステップＳ５０４）。具体的には、制御部１０８は、ステップ
Ｓ５０２で決定した視点の位置を、メモリ部１０９へ番組ＩＤ（その番組を表す識別子）
と一緒に保存し、処理を終了する。
【００４７】
　ステップＳ５０５では、制御部１０８が、現在表示されている映像（視点を切り換え不
可能な映像）が、視点切換可能映像を含む番組内における一時的なものであるか否かを判
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定する。具体的には、ステップＳ５０１において、表示中の映像が視点切換可能映像で無
いと判断された場合に、その原因が、ＣＭなど、視点を切り換え不可能な映像が一時的に
出力されたことによるものなのか否かを判断する。現在表示されている映像が視点切換可
能映像を含む番組内の映像である場合（ステップＳ５０５：Ｙｅｓ）、ステップＳ５０６
に進む。現在表示されている映像が視点切換可能映像を含む番組内の映像でない場合（ス
テップＳ５０５：Ｎｏ）、視聴者からの視点切り換え要求に対して処理を行わず終了する
。例えば、前述したＥＩＴ情報から、放送中の番組が視点切換可能映像を含む番組である
と判断された場合には、現在表示されている映像が、視点切換可能映像を含む番組内にお
ける一時的なものであると判断すればよい。
【００４８】
　ステップＳ５０６では、制御部１０８が、視聴者からの視点切り換え要求に対して「一
時的に視点切換可能映像の出力が中断されており、視点を切り換えることはできません」
などのメッセージを表示するように提示処理部１０６へ指示する。そして、提示処理部１
０６にてメッセージが作成され表示装置に表示される。
【００４９】
　次に、表示されている映像が、視点切換可能映像から視点を切り換え不可能な映像（通
常映像）へ切り換わった際の処理の流れについて説明する。図６は、視点切換可能映像か
ら通常映像への切り換わりの際の、処理の流れを示すフローチャートである。
【００５０】
　まず、映像選択処理部１０４が、視点切換可能映像から通常映像への切り換わりを検出
すると、その情報（任意視点可能映像から通常映像へ切り換わったこと）を制御部１０８
へ伝える。そして、制御部１０８は、当該切り換わりが番組内の一時的なもの（ＣＭなど
によるもの）か否かを判断する（ステップＳ６０１）。即ち、視点切換可能映像の出力が
一時的に中断されたのか否かを判断する。当該判断は、例えば、視点切換可能映像から通
常映像へ切り換わった際に、前述したＥＩＴ情報から、放送中の番組が視点切換可能映像
を含む番組であると判断された場合には、当該切り換わりが一時的なものであると判断す
ればよい。
【００５１】
　上記切り換わりが番組内の一時的なものである場合（ステップＳ６０１：Ｙｅｓ）、ス
テップＳ６０２に進む。上記切り換わりが番組内の一時的なものでない場合（ステップＳ
６０１：Ｎｏ）、即ち、番組自体が切り換わった場合（視点切換可能映像を含む番組から
視点切換可能映像を含まない番組へ切り換わった場合）、ステップＳ６０４に進む。
【００５２】
　ステップＳ６０２では、制御部１０８が、映像の切り換わりの時点で視聴者が視点の切
り換え操作を行っていたか否かを判断する。視聴者が視点の切り換え操作を行っていた場
合（ステップＳ６０２：Ｙｅｓ）、ステップＳ６０３に進む。視聴者が視点の切り換え操
作を行っていなかった場合（ステップＳ６０２：Ｎｏ）、ステップＳ６０４に進む。
【００５３】
　視聴者が視点の切り換え操作を行っている最中に映像が視点切換可能映像から通常映像
への切り換わると、視点の切り換え操作が行えなくなってしまうため、視聴者が困惑する
虞がある。そこで、ステップＳ６０３では、制御部１０８が、「一時的に視点切換可能映
像の出力が中断されたため、視点を切り換えることができなくなりました」などのメッセ
ージを表示するように提示処理部１０６へ指示する。そして、提示処理部１０６にてメッ
セージが作成され表示装置に表示される。ステップＳ６０３の処理後、ステップＳ６０４
の処理が行われる。
【００５４】
　ステップＳ６０４では、制御部１０８が、視点切換可能映像から通常映像への表示の切
り換えを、映像選択処理部１０４に指示する。そして、表示装置に通常映像が表示される
。
【００５５】
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　次に、表示されている映像が、通常映像から視点切換可能映像へ切り換わった際の処理
の流れについて説明する。図７は、通常映像から視点切換可能映像への切り換わりの際の
処理の流れを示すフローチャートである。
【００５６】
　まず、映像選択処理部１０４が、通常映像から視点切換可能映像への切り換わりを検出
すると、その情報（通常映像から視点切換可能映像へ切り換わったこと）を制御部１０８
へ伝える。そして、制御部１０８は、現在受信中の番組内にて視点の切り換えが行われて
いたか否かを判断する（ステップＳ７０１）。例えば、視点切換可能映像を含む番組にお
いて、通常映像であるＣＭが番組に含まれる場合、ＣＭの出力後に、ＣＭが出力されるま
でに出力されていた視点切換可能映像の視点が、視聴者によって切り換えられた視点か否
かを判断する。視点の切り換えが行われていた場合（ステップＳ７０１：Ｙｅｓ）、ステ
ップＳ７０２に進む。視点の切り換えが行われていなかった場合（ステップＳ７０１：Ｎ
ｏ）、通常画角映像から広画角映像への切り換わりの際の処理を終了する。
【００５７】
　現在受信中の番組内にて視点の切り換えが行われていたか否かの判断は、メモリ部１０
９へ保存されている番組ＩＤと視点の位置の情報を参照することにより行われる。例えば
、受信中（表示中）の番組の番組ＩＤが保存されているか否かにより判断される。
【００５８】
　ステップＳ７０２では、制御部１０８が、視点を、現在受信中の番組内にて以前選択し
ていた視点に切り換えるように映像選択処理部１０４へ指示する。例えば、ＣＭ後の視点
切換可能映像を、ＣＭ前に選択されていた視点で表示するように映像選択処理部１０４へ
指示する。具体的には、制御部１０８は、視点を、メモリ部１０９に記憶されている当該
番組の視点に切り換えるように映像選択処理部１０４へ指示する。そして、その視点の映
像が表示装置に表示される。
【００５９】
　以上述べたように、実施例１の放送受信装置によれば、視聴者が視点切換可能映像を含
む番組に対して視点の切り換えを行った際に、切り換え後の視点を表す情報が記憶される
。そして、視点が切り換えられている番組内の視点切換可能映像の出力が一時的に中断し
た後、再開した場合に、視点切換可能映像の視点が、記憶されている当該番組の視点に切
り換えられる（その視点の映像へ自動的に切り換えられる）。具体的には、ＣＭなどの視
点を切り換え不可能な映像が出力されることにより、視点が切り換えられている番組内の
視点切換可能映像の出力が一時的に中断しても、記憶されている当該番組の視点で視点切
換可能映像が再開される。それにより、視点切換可能映像が一時的に中断される度に視点
の切り換えを行うという手間を低減することが可能となる。
【００６０】
　また、本実施例の法送受信装置によれば、視点を切り換え不可能な映像が出力されてい
るときに、視点の切り換え操作ができない旨のメッセージが出力される。これにより、視
聴者は、現在視点の切り換えが行えるのか否かを容易に判断することが可能となる。
【００６１】
　具体的には、視点の切り換えが行えない場合に、現在表示されている映像が視点切換可
能映像を含む番組内の映像であるか否かが判断される。そして、現在表示されている映像
が視点切換可能映像を含む番組内の映像である場合、一時的に視点の切り換えが行えない
旨が表示される。それにより、視聴者は、切り換えが行えないこと、また、それが一時的
なものであることを認識することができるため、視点切換可能映像を含む番組内で視点の
切り換えが行えないことによる混乱を防止できる。
【００６２】
　また、視聴者が視点の切り換え操作を行っている最中に映像が視点切換可能映像から通
常映像への切り換わった場合に、一時的に視点の切り換えが行えなくなった旨が表示され
る。それにより、急に視点の切り換えが行えなくなることによる違和感を低減することが
可能となる。
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【００６３】
　＜実施例２＞
　実施例２では、選局や放送受信装置の電源のＯＮ／ＯＦＦにより視点切換可能映像の出
力が一時的に中断される場合について説明する。
【００６４】
　本発明の実施例２に係る放送受信装置の構成は実施例１と同様のため、その説明は省略
する。また、視聴者からの視点選択処理要求に対する処理手順等についても実施例１と同
様のため、説明は省略する。
【００６５】
　以下、選局または電源をＯＮにすることにより、視点切換可能映像が出力された場合の
処理の流れについて説明する。図８は、選局または電源をＯＮにすることにより、視点切
換可能映像が出力された場合の処理の流れを示すフローチャートである。
【００６６】
　まず、選局または電源をＯＮにすることにより視点切換可能映像が出力される（即ち、
当該映像が表示装置に表示される）と、制御部１０８が、当該視点切換可能映像を含む番
組において以前に視点の切り換えを行っていたか否かを判断する（ステップＳ８０１）。
視点の切り換えを行っていた場合（ステップＳ８０１：Ｙｅｓ）、ステップＳ８０２に進
む。視点の切り換えを行っていなかった場合（ステップＳ８０１：Ｎｏ）、処理を終了す
る。
【００６７】
　以前に視点の切り換えを行っていたか否かの判断は、メモリ部１０９へ保存されている
番組ＩＤと視点の位置の情報を参照することにより行われる。例えば、受信中（表示中）
の番組の番組ＩＤが保存されているか否かにより判断される。
【００６８】
　ステップＳ８０２では、制御部１０８が、「以前に選択していた視点への切り換えを行
いますか？」などといった旨の確認メッセージを表示するように提示処理部１０６へ指示
する。そして、提示処理部１０６にてメッセージが作成され、表示装置に表示される。即
ち、制御部１０８は、視点切換可能映像の出力が再開する際に、視点切換可能映像の視点
を、メモリ部１０９に記憶されている当該映像を含む番組の視点に切り換えるか否かを視
聴者に選択させる。視聴者は、当該表示されたメッセージを確認し、視点の切り換えを行
うか否かを選択する。
【００６９】
　次に、視聴者からの指示に対し、制御部１０８が、当該指示が視点の切り換えを行ため
のものか否かを判断する（ステップＳ８０３）。視聴者からの指示が視点の切り換えを行
うためのものである場合（ステップＳ８０３：Ｙｅｓ）、ステップ８０４に進む。視聴者
からの指示が視点の切り換えを行わないためのものである場合（ステップＳ８０３：Ｎｏ
）、ステップ８０５に進む。
【００７０】
　ステップＳ８０４では、視点を、現在受信中の番組内にて以前選択していた視点に切り
換えるように映像選択処理部１０４へ指示する。そして、その視点の映像が表示装置に表
示される。
【００７１】
　ステップＳ８０５では、制御部１０８が、メモリ部１０９から、受信中の番組において
以前選択していた視点の位置など情報を破棄する。
【００７２】
　以上述べたように、実施例２の放送受信装置によれば、選局または放送受信装置の電源
のＯＦＦ／ＯＮにより、視点が切り換えられている番組内の視点切換可能映像の出力が一
時的に中断しても、記憶されている当該番組の視点で視点切換可能映像が再開される。そ
れにより、視点切換可能映像が一時的に中断される度に視点の切り換えを行うという手間
を低減することが可能となる。
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【００７３】
　以上述べたように、視点の切り換えが行える時間帯と行えない時間帯とが混在する場合
において視点の切り換えを適切に行うことのできる、使い勝手のよい放送受信装置及びそ
の制御方法を提供することができる。
【図面の簡単な説明】
【００７４】
【図１】実施例１に係る放送受信装置の概略構成を示すブロック図である。
【図２】放送受信処理部から出力されるＴＳ信号の構成の一例を示す図である。
【図３】視点切換可能映像における視点の選択方法の一例を示す図である。
【図４】視点切換可能映像における視点の選択方法の一例を示す図である。
【図５】視聴者が視点を選択した際の処理の流れを示すフローチャートである。
【図６】視点切換可能映像から通常映像への切り換わりの際の、処理の流れを示すフロー
チャートである。
【図７】通常映像から視点切換可能映像への切り換わりの際の処理の流れを示すフローチ
ャートである。
【図８】選局または電源をＯＮにすることにより、視点切換可能映像が出力された場合の
処理の流れを示すフローチャートである。
【符号の説明】
【００７５】
　１０１　放送受信装置
　１０２　放送受信処理部
　１０３　ＤＥＭＵＸ処理部
　１０４　映像選択処理部
　１０５　音声処理部
　１０６　提示処理部
　１０７　リモコン受信部
　１０８　制御部
　１０９　メモリ部
　１１０　内部バス
　１１１　映像出力端子
　１１２　音声出力端子
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